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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 本日17:30～法人納涼会があるため、メンバーが会場に行かないように注意を促し、見守りを行っていく事。

· 本日15:00～食事サービス提供管理委員会あり。次回、食事サービス提供管理委員会はスタッフ池田が出席予定。

· 病院通所月報の書式を変更し8/15までに提出予定。

＜外来情報＞

· 横町　浩様　～市民病院の外来医に耳がキーンとする事を伝えると、「薬が切れる証拠だ。」と言
　　　　　　　われたと話していたとの事。

· 田名部一樹様～一度、中途覚醒があったことを報告している。主治医から、暑さも原因として考え
　　　　　　　られる為、様子を見るように説明あり。

· 関　秀治様　～２、３日前シャワー使用時に耳に水が入った後より、違和感が残っていると主治医
　　　　　　　に相談している。１週間経っても違和感があるようならば、耳鼻科に行くようにと
　　　　　　　説明あり。

· 大久保康弘様～本日、腹痛があり下痢をしているとの事。（体温36．6℃）整腸剤３日分処方され
　　　　　　　ている。

＜利用者様情報・検討＞

· 鈴木　茂子様～昨日、保護者である姉様に今週に入り一度も来所出来ていないことや本人の近況に
　　　　　　　ついて電話連絡を行っている。姉様より、最近の本人の様子についてあまり浪費し
　　　　　　　ている様子は見られないとの事。

⇒来所できていないことについて、本人と振り返りを行い通所目的について確認
し通所を促していく。

· 浜飯　政昭様～昼頃にズボンに尿失禁の跡をつけており、スタッフに「もらした」と話しているが、
　　　　　　　別のスタッフには「もらしたんじゃなくて、ひっかけた。」と話している。スタッ
　　　　　　　フが青風荘に着がえを取りに行くか本人に確認すると、「いいです。」拒否している。

⇒以前尿失禁があった際に、流し場にてズボンを洗い濡れたまま着用していた事がある。尿失禁があったときの為に、デイナイトケアに着がえを置く等、対策を青風荘スタッフと検討する。

※　暑さのためメンバーの活動低下が見られてきている。

　　⇒水分をあまり取らないメンバーについては、こまめに水分補給を促す。気温上昇に伴ない、普段から水分を過剰摂取しているメンバーには、水分摂取量の増加が見られる為、制限するよう指導・助言していく。

＜通所納涼会準備　進行状況確認＞

メンバー出店の屋台

○デイケア

１）水鉄砲の射的

方法　　　　トイレットペーパーに景品を吊り下げ、水鉄砲で打ち落とす。

準備状況　　水鉄砲、トイレットペーパーなどの物品は準備済み。

今後の予定　景品をトイレットペーパーに吊り下げる方法について、実際の物品を使いゲームのシミュレーションを担当スタッフが付き添い、メンバーが行う予定。

２）丁半ゲーム

方法　　　　サイコロを使い丁半ゲームを行う。

準備状況　　物品の準備、看板の作成は順調に進んでいる。

　　　　　　屋台に付く係りもメンバー間でローテーション表を作成している。

今後の予定　準備が順調に進んでいる為、終わり次第、デイケア棟内の装飾に参加してもらう予定。

○デイナイトケア

1） チンドン屋

方法　　　　看板を2枚作成し、その間に広告するメンバーが入って宣伝を行う。

　　準備状況　　看板はほぼ完成。その他物品（帽子、飾り）が必要。

　　今後の予定　担当しているメンバー３～４名で作成を行っていく。

2） ダーツ屋

方法　　　　穴の空いたゲームボードに新聞紙で作成した玉を穴に入れて得点を競う。

準備状況　　ゲームボードは完成し、看板の作成と装飾が残っている。

今後の予定　看板の作成・装飾をメンバーとともに行う。

・当日午前中に実施するゲーム内容検討

　「ピンポンコロコロ」であれば、デイナイトケアメンバーは以前行った事がある為、ルール等理解しやすいのではないか。

　　物品準備　　以前にデイナイトでやった時があるため、その物品を参考に納涼会用にアレンジしていく。
＜事例検討＞

○　稲垣　ふき様　　６２歳　デイナイトケア利用中　統合失調症

（目標）

　　「50ｋｇになりたい。」　　※現在体重56㎏

減量の動機について以下の動機が本人から聞かれている。

· 体重が重たいとだんだん動けなくなる。

· やせれば気持ちがウキウキする。

現在、取り組んでいる事

1） 食事の際に一口残す。

2） 体を動かすプログラム時、見学せずに体を動かす。

3） 毎日の体重測定。

取り組んでいる現状

1） について

自分の好きなメニューの時は全部食べてしまう時や、多く盛り付けて一口だけ残すという事があるが、昼食、夕食時レストランではほとんど一口残すことが出来ている。

2） について

体を動かすプログラム（体育館、レクダンス）ではほとんど休むことなく参加し、体を動かしている。

最近の様子について

· 頭がぼんやりすることや、モヤモヤすることがあると本人が話している。

⇒週に３回眠れなくなることがあると本人から報告あり。睡眠不足から同じような症状が出てくることを説明している。

· 本人から、現在の生活が楽しいという発言が聞かれている。

今後の支援計画について

1 本人様からの訴えが多い為、受容し対応を行っていく。

2 漢字・計算プリントを得意とし余暇時に行っている事を評価していく。

3 引き続き、体重を計測して体重の減少を評価していく。

○　小向　武雄様　　７２歳　デイナイトケア利用中　統合失調症

· 目標について

面談の結果、目標、デイナイトケアで困っている事などについて「ない。」と答えており、クボクリ式による評価でも質問内容と答えが一致せずに評価を行う事ができない状況となっている。

· 現在の問題点（担当スタッフの視点から）

①夏バテによる体力の低下

②整容が不十分

1 について

（現状）

昼食のレストラン誘導時に、階段の昇降に手すりを使って時間を掛けて行っている。帰荘時も一番後ろを重い足取りで歩いており「疲れた。」と話している。

（対応策）

　　本人の睡眠状態の確認、食事摂取量の確認を行い、異変があった場合には青風荘へ情報提供を行う。　

②について

（現状）

髭の剃り残しが多く見られ、服装も何日も同じ服装で来所している。また口腔内も何日も歯を磨いていない様子が見られ、口臭がある。

（対応策）

整容については、青風荘での関わりが主となる為、気が付いたことは青風荘に申し送りを行い本人に声掛けをしてもらう。又、通所スタッフからも気になる点があった際には本人へ返していく。

今後の支援計画について

1 担当スタッフが本人と積極的にコミュニケーションをとり、関係性を形成していく。










